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平成 22 年度第 1回スポーツ振興審議会（平成 22 年 9 月 10 日開催）での意見とその対応案 

 
 審議会での主な意見 対 応 案 

1 

推進施策｢成長期のジュニア選手のサポー

ト｣について、老齢期のジュニア選手はいない

と思うので、「成長期」は必要ないのではない

か。 

成長期は、心身両面において不安定な時期

であり、十分なケアが必要であることを強調

する必要があることから、「成長期」は削除し

ない。 

2 

数値目標｢週１回以上スポーツをする市

民(20 歳以上)の割合を 63.0％以上にしま

す。｣について、8 月に発表されたスポーツ

立国戦略では同様の目標が 3 人に 2 人で

65％程度ということになっている。広島市

がこれを下回ってもいいのか。どうせ目標

を示すのならこれ以上にしてもいいのでは

ないか。 

数値目標を「週 1 回以上スポーツをする

市民（20 歳以上）の割合を 3 人に 2 人

（65.0％）以上にします。」に修正する。 

3 

推進施策の「広島市小学生体育連盟の活

動への支援」と「スポーツ少年団の活動促

進」について、団体名称をスポーツ少年団

も広島市小学生体育連盟と同じように書い

てもらうか、小体連と少年団を分けるので

はなく、小学生で構成されるスポーツ団体

のようなオブラートに包んだ形で記載して

もらいたい。スポーツ少年団に入っていな

いサッカーのチームや小体連にも入ってな

いサッカーのチームがあることを理解して

もらいたい。 

推進施策「スポーツ少年団の活動促進」に

ついて、スポーツ少年団の名称を広島市ス

ポーツ少年団に修正する。 

なお、広島市スポーツ少年団や広島市小学

生体育連盟以外のサッカーチーム等につい

て計画に盛り込むことは難しいと考えてい

るため、オブラートに包んだ形では記載し

ない。 

4 

地域スポーツ振興担当コーディネーター

が多く出てくるが、コーディネーターの老

齢化が進むと事がうまくいかなくなるの

で、体育指導委員も併記する部分があって

も良いのではないか。 

推進施策「地域スポーツ振興担当コーディ

ネーター等によるスポーツセンターを拠点と

した地域コミュニティの活性化」の内容の記

載に当たって、地域スポーツ振興担当コーデ

ィネーターと体育指導委員を併記する。 

5 

推進施策「地域スポーツ振興担当コーデ

ィネーターによる子ども会や児童館の事業

への支援」について、児童館には指導員が

いるのにコーディネーターが指導する必要

がないのではないか。 

推進施策「地域スポーツ振興担当コーデ

ィネーターによる子ども会や児童館の事業

への支援」の内容の記載に当たって、児童

館の指導員が上手く子どもにスポーツ指導

などを行えるよう、地域スポーツ振興担当

コーディネーターが指導等を支援すること

が明確になる内容とする。 
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6 

◎ 民間のスポーツセンター等との指導連

携などについて、記載する必要があるの

ではないか。 

◎ 民間スポーツクラブとの連携につい

て、「健康づくり・体力づくりに向けたス

ポーツの振興」のメタボ対策などが書か

れてあるところに、民間との連携が大事

なのであればそういう形のものを掲げて

はどうか。 

推進施策「40 代からの健康づくりや高齢者

の健康づくりのための事業の実施」の内容の

記載に当たって、民間スポーツ施設との連携

を視野に入れた内容とする。 

7 

数値目標「新体力テストの結果で広島市

の平均値が全国の平均値以上となっている

項目数の割合を 50.0％以上にします。」につ

いて、スポーツ王国広島を目指す中、全国

の平均値ぐらいでよいのか。 

50.0％という数値目標は、平均値というこ

とではない。 

新体力テストの結果で、広島市の平均値が

全国の平均値以上となっている項目数の割合

は、平成 17 年度の 8.1％から平成 21 年度の

34.8％まで、毎年向上してきている状況であ

ることから、今後も計画的に体力向上の取組

を進め、50.0％以上という目標達成を目指し

ていく。 

8 

◎ 基本理念について、『・・・｢スポーツ

が好き、仲間が好き、広島が好き｣な市民

の笑顔であふれる・・・』という部分の、

「・・・」な市民という文章のつながり

がよくないのではないか。 

◎ ｢スポーツが好き、仲間が好き、広島が

好き｣という文言はサブタイトルにある

ので、本文の中に入れなくてもよいので

はないか。 

「スポーツが好き、仲間が好き、広島が

好き｣の意図を分かりやすく説明するため、

基本理念の本文中の記載を「・・・スポー

ツや仲間、広島が好きな市民の笑顔であふ

れる・・・」に修正する。 

9 

基本理念について、前段部分の『・・・「ス

ポーツ王国広島」は競技力の向上が達成さ

れた姿としてイメージされてきました。』と

いうのがあまりよくないイメージで読まれ

る可能性があるように思う。過去にはスポ

ーツ王国を体現されて広島の名前を広めて

くれた人もおられると思うので、もう少し

配慮ある書き方の方がいいかなと感じてい

る。 

「スポーツ王国広島」が競技力の向上が

達成された姿としてイメージされてきたこ

とを成果として捉え、中段の記載を「今日

の広島市のスポーツの現状や課題、成果を

踏まえ、・・・」に修正する。 
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10 

◎ 推進施策「民間主体のサッカー専用ス

タジアム整備の支援」について、「民間主

体」という言葉は不要ではないか。削除

した方が適切ではないか。 

◎ 市が主体にならないということが確定

されているのであれば、市は主体になら

ないがということを明記すればよいので

はないか。 

◎ 事務局案は「気運に呼応する」という

言葉が抜けている。「民間主体」をとって

も、気運に呼応して支援をすると言えば

やわらかくなるのではないか。 

基本計画を策定したときから状況は変化

していないので、「民間主体」は削除しない。

ただし、推進施策の名称を見ただけで、

意図がより明確に伝わるよう、推進施策の

名称を「民間主体のサッカー専用スタジア

ム整備の気運に呼応した支援」に修正する。

11 

加盟チームの情報を提供していくと他の

チームの試合にも行ってみようかというこ

とになるのではないか。 

「計画の背景」の説明の中に、トップス

広島に加盟しているクラブチームの説明を

加える。 

12 

◎ トップス広島に加盟するチームについ

ては、子どもたちの方が認知度は高いと

感じている。 

◎ （広島市の企画調整部が毎年行う）市

民意識調査では子どもが該当しないが、

子どもに関する目標を設けることで子ど

もたちに向けての調査なども検討できた

らと思う。 

数値目標「トップス広島に加盟するチー

ムの試合を年１回以上会場で観戦した市民

（20 歳以上）の割合を 43.2％以上にしま

す。」について、子どもも対象とし、「トッ

プス広島に加盟するチームの試合を年１回

以上会場で観戦した市民の割合を 50.0％以

上にします。」に修正する。 

 


